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■  オールドノリタケ×若林コレクション
アールヌーヴォーからアールデコに咲いたデザイン

■ 百工比照【前田育徳会尊經閣文庫分館　特別陳列】

■ 古九谷と再興九谷Ⅱ【古美術】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 ⿟〔展覧会回顧〕加賀百万石　文武の誉れ―歴史と継承―

 ⿟〔企画展Topics〕うるはしきもの めでたきわざ―北陸の芸術院会員・人間国宝―

 ⿟〔ミュージアムレポート〕キッズ・プログラム体験講座「はじめてのうるし」

 ⿟ 学芸室の人々

 ⿟ 10月の行事予定

壺中日月長 大樋陶冶斎のまなざし

第68回 日本伝統工芸展 金沢展

高松宮記念賞《木芯桐塑和紙貼「蒼天」》高田和司（石川）

―「第68回日本伝統工芸展金沢展」より―

大樋年朗《黒陶「夢見る童」飾壺》2014年　大樋美術館蔵

―企画展「壺中日月長　大樋陶冶斎のまなざし」より―
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大樋陶冶斎《緑釉・丸壺に幾何紋》

2016年　大樋美術館蔵

本
展
覧
会
は
、
大
樋
陶
冶
斎
の
作
陶
に
向
け
る
ま
な
ざ
し

を
三
つ
の
視
点
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
温
故
知
新
」
を
テ
ー
マ
に
、
作
陶
す
る
う
え
で
研

究
し
た
歴
代
長
左
衛
門
の
作
品
や
古
今
東
西
の
や
き
も
の
と

陶
冶
斎
の
作
品
を
比
較
展
示
し
て
い
ま
す
。「
温
故
知
新
」
は

「
昔
の
こ
と
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
見
を
得
る
」
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、《
黄
瀬
戸　

ア
サ
ヒ
ナ
写
茶
盌
》（
大
樋
美
術

館
蔵
）
は
、《
黄
瀬
戸
茶
碗　

銘

朝あ
さ

比い

奈な

》
を
研
究
し
た
成
果

と
い
え
ま
す
。《
加
彩
花
三
島
瓢
形
飾
壺
》（
石
川
県
立
工
業
高

等
学
校
蔵
）
に
み
え
る
、
花
の
連
続
紋
様
を
全
体
に
巡
ら
す

「
花
三
島
」
は
、
古
い
三
島
手
の
茶
碗
か
ら
創
作
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
作
品
で
す
。

そ
し
て
二
つ
目
は
、《
黒
釉
茶
盌　

銘

汲
き
ゅ
う

古こ

》（
当
館
蔵
）

を
中
心
に
据
え
た
茶
席
仕
立
の
展
示
で
す
。「
汲
古
」
と
は
、

「
温
故
知
新
」
と
同
義
で
、
さ
ら
に
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
ど
の
よ
う
な
席
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
は
、「
飾
り
の
妙
」
と
題
し
て
、
陶
冶
斎
独
自
の
造
形
や

独
特
の
装
飾
を
持
つ
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
「
作

陶
の
軌
跡
」
も
た
ど
り
ま
す
。
例
え
ば
《
吹
墨
飾
り
の
あ
る
花

器
》（
一
般
財
団
法
人
草
月
会
蔵
）
は
、
口
縁
部
に
抽
象
化
さ
れ

た
魚
の
よ
う
な
装
飾
が
施
さ
れ
、
能
登
呉
須
で
色
つ
け
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幾
何
学
紋
を
装
飾
と
し
て
用
い
る
《
緑
釉
・

丸
壺
に
幾
何
紋
》（
大
樋
美
術
館
蔵
）
、
自
由
な
造
形
感
覚
を

持
つ
作
品
で
、
み
る
人
に
よ
り
解
釈
の
異
な
る
《
天
目
釉
「
花

容
」
》
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

幅
広
い
作
域
を
持
ち
、
多
様
な
造
形
を
も
つ
陶
冶
斎
芸
術

の
世
界
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

企画展（第5・6展示室）

壺
こ

中
ちゅう

日
じ つ

月
げ つ

長
ながし

 大樋陶冶斎のまなざし
主催／石川県立美術館　共催／北國新聞社

後援／北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸朝日放送

特別協力／大樋美術館

9月18日（土） ～10月17日（日）　会期中無休

大樋年朗《木乃葉天目茶盌　銘　一葉落知天下秋》

1975年　大樋美術館蔵

大
樋
焼
の
茶ち
ゃ

盌わ
ん

と
い
え
ば
、
手
び
ね
り
・
輪
積
み
成
形
で
篦へ
ら

削
り
、
艶
や
か
な
飴
釉
が
か
け
ら
れ
た
も
の
が
想
起
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
は
あ
え
て
、
陶
冶
斎
が
中
国
・
南
宋
時
代
の
吉
州
窯
で
つ
く
ら
れ
た
木
の
葉
天
目
を
範
と
し
た
茶
盌

を
紹
介
し
ま
す
。

本
作
は
陶
冶
斎
（
大
樋
年
朗
）
に
よ
り
、
三
年
以
上
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
。
木
の
葉
天
目
用
に

独
自
に
配
合
し
た
緻
密
な
土
を
、
平
茶
碗
形
に
成
形
し
、
高
台
は
小
さ
く
、
口
縁
部
も
薄
づ
く
り
で
鋭
利
な
姿
を
し
て

い
ま
す
。
見
込
み
は
黒
釉
を
背
に
、
ム
ク
の
葉
が
葉
脈
ま
で
く
っ
き
り
と
浮
か
び
、
葉
柄
の
部
分
は
少
し
盛
り
上
が
っ

て
、
葉
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
一い
ち

葉よ
う

落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
」
。
学
者
で
茶
人
で
あ
っ
た
田
山
方
南
に
よ
り
銘
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
秋
も
深
ま

る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
紅
葉
を
み
な
が
ら
、
こ
の
茶
盌
で
一
服
を
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

学芸員の眼
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NHK会長賞《乾漆箱「新雪」》水口咲（石川）

朝日新聞社賞《乾漆銀平文はちす箱》しんたにひとみ（富山）

我
が
国
は
、
四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、
多
様
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
地
の
風
上
に
根
ざ
し
た
工
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
、
伝
統
技

術
を
大
切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
日
本
伝
統
工
芸
展
は
、
こ
の
優
れ

た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成
、
な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普
及

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

日
本
伝
統
工
芸
展
は
本
年
で
六
十
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・

金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工
芸
（
七
宝
・
ガ
ラ
ス
・
截
金
な
ど
）
の
七
部
門
の
入
選

作
品
五
六
〇
点
（
遺
作
一
点
を
含
む
）
の
中
か
ら
、
受
賞
作
お
よ
び
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）・
特
待
者
・
鑑
審
査
委
員
受
賞
者
の
作
品
、
石
川
・
富

山
・
福
井
の
作
家
の
入
選
作
品
を
含
め
、
約
三
二
〇
点
を
展
示
し
ま
す
。

人
形
部
門
で
は
、
高
田
和
司
氏
が
《
木
芯
桐
塑
和
紙
貼
「
蒼
天
」
》
で
高
松
宮
記

念
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
高
田
氏
は
、
本
展
に
は
令
和
元
年
度
に
初
入
選
し
て
お

り
、
今
回
初
受
賞
と
な
り
ま
す
。

漆
芸
部
門
で
は
、
水
口
咲
氏
が
《
乾
漆
箱
「
新
雪
」
》
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
人
間
国
宝
・
小
森
邦
衞
氏
に
師
事
し
、
や
わ
ら
か
な
肌
合
い
の
塗
立

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
第
六
十
二
回
で
初
受
賞
、
今
回
二
度
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
漆
芸
部
門
で
富
山
県
か
ら
し
ん
た
に
ひ
と
み
氏
が
《
乾
漆

銀
平
文
は
ち
す
箱
》
で
朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
し
ん
た
に
氏
も
第
六

十
五
回
で
初
受
賞
、
今
回
二
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

今
回
石
川
県
の
入
選
者
は
六
十
名
、
県
別
の
入
選
者
数
と
し
て
は
全
国
一
で

す
。
本
稿
で
紹
介
し
た
受
賞
者
以
外
に
も
、
県
内
外
の
工
芸
作
家
が
受
け
継
が
れ

た
技
術
を
研
鑽
し
、
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。時
を
超
え
た
名
品
が
生
ま
れ
る
、

伝
統
工
芸
最
高
水
準
の
公
募
展
を
、本
年
度
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※

最
終
日
十
一
月
三
日
は
十
七
時
で
終
了
し
ま
す
。

第7・8・9展示室 

第68回 日本伝統工芸展 金沢展

10月23日（土）～11月3日（水・祝）　会期中無休

主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、公益財団法人 日本工芸会

後援／富山県教育委員会、福井県教育委員会

個　人 団体（20名以上）

一　般 700円 600円

大学生 400円 300円

高校生以下 無料

※65歳以上、当館友の会会員は団体料金

◆観覧料

※最終日11月3日のみ17時終了

◆
記
念
講
演
会

演
題　

「 

無
形
文
化
財
と
し
て
の
工
芸
の
意
義
」

講
師　

 

山
崎

剛
氏

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学

学
長
）

日
時　

 

十
月
三
十
一
日
（
日
） 

午
後
一
時
三
十
分
～

会
場　

美
術
館
ホ
ー
ル

＊ 

事
前
申
し
込
み
制
（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

 

氏
名
（
よ
み
が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
を
記
載
の
上
、
メ
ー
ル
（b

u
n
k
azai@

p
ref.

ish
ik

aw
a.lg

.jp

）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６

－

２
２
５

－

１
８
４
３

ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
申
込
締
切
：
十
月
二
十
四
日
（
日
）
）

 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。
結
果
は
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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前田育徳会尊經閣文庫分館　 
特別陳列

百工比照
9月18日（土）～10月17日（日）　会期中無休

「
百
工
」
と
の
字
の
ご
と
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
工
芸
の
材

質
を
「
比
」
べ
、「
照
」
ら
し
合
わ
せ
た
集
大
成
が
、「
百
工
比
照
」

で
す
。
十
以
上
も
の
箪
笥
（
箱
）
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
展
示
中
の
第
一
号
箱
、
第
三
号
箱
、
第
五
号
箱
、
第
六
号
箱
、

第
七
号
箱
、
第
八
号
箱
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
号
箱
に
は
、
日
本
各
地
の
和
紙
を
、
奉
書
・
杉
原
な
ど

更
に
細
か
く
分
類
し
た
「
紙
類
」（
第
一
架
）
と
、
多
様
な
唐
紙

を
集
め
た
「
貼
付
唐
紙
類
」（
第
二
架
）
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
金
属
を
比
べ
た
「
金
色
類
」（
第
六
架
）
、
木
材
を
揃
え
た
「
木

之
類
」（
第
七
、
八
架
）
、
前
号
に
て
紹
介
し
た
「
蒔
絵
梨
子
地
塗

色
類
」（
第
九
架
）
と
「
色
漆
類
」（
第
十
架
）
、
紐
類
を
集
め
た

「
打
糸
類
」（
第
十
四
架
）
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
号
箱
以
下
は
、「
金
具
類
」
で
す
。「
小
松
芦
島
（
小
松

城
）
」「
江
戸
下
屋
敷
」
に
お
い
て
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
縁

飾
金
具
・
釘
隠
・
戸
金
具
・
引
手
・
つ
ま
み
金
具
な
ど
が
並
び
ま

す
。
小
さ
な
金
具
に
ま
で
豊
か
な
造
形
を
求
め
、
そ
の
細
部
に

施
さ
れ
た
象
嵌
に
よ
る
細
か
な
模
様
が
目
を
引
き
ま
す
。

第
五
号
箱
も
小
松
城
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
釘
隠
や
引

手
金
具
類
で
す
が
、
第
三
号
箱
の
金
具
類
よ
り
大
き
な
も
の

に
な
り
ま
す
。
花
を
く
わ
え
た
優
美
な
寿
帯
鳥
は
、
打
出
金
銀

と
鋳
金
の
技
法
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
嘴
と
足
に
は
朱
漆
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
六
号
箱
は
籠
形
の
釘
隠
が
揃
い
ま
す
。
籠
の
中
を
の
ぞ

く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
姿
の
異
な
る
鳥
や
、
色
鮮
や
か
な
蟬
・
か
ま

き
り
・
蝶
が
見
え
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
異
な
る
鮮
や
か
な
花

籠
の
数
々
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

本
展
は
、
日
本
屈
指
の
オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ
ケ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
若
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
陶
磁
器
は
も
ち
ろ
ん
デ
ザ

イ
ン
画
も
含
め
優
品
約
一
五
〇
件
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

若
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
明
治
中
期
～
大
正
時
代
の
贅
を

尽
く
し
た
装
飾
品
、
お
よ
び
一
九
二
〇
年
代
頃
に
製
造
さ
れ

た
「
ノ
リ
タ
ケ
・
ア
ー
ル
デ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
装
飾
性
の
高
さ
と
、
大
衆
向
け
の
か
わ
い
ら

し
さ
が
併
存
し
て
い
る
オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ
ケ
の
作
品
た
ち
の

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
代
の
私
た
ち
の
眼
に
も
新
鮮

に
映
り
ま
す
。
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
な
か
か
ら
、
自
宅
に

飾
る
な
ら
こ
れ
！
と
選
び
な
が
ら
鑑
賞
す
る
の
も
一
つ
の
楽

し
み
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
多
種
多
様
な
器
種
、
意
匠
、 

技
法
も
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
で
す
。
本
展
で
は
「
モ
チ
ー
フ
（
題
材
）
」「
ス
タ
イ
ル
（
流

行
）
」「
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
技
術
）
」「
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
用
途
）
」

の
四
つ
の
観
点
に
分
け
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
動
植
物

や
風
景
な
ど
の
絵
柄
の
多
彩
さ
や
、
装
飾
技
法
に
焦
点
を
当

て
、「
盛
上
」
や
「
金
盛
」
な
ど
の
技
法
も
紹
介
し
ま
す
。
野
菜
ス

テ
ィ
ッ
ク
用
の
容
器
な
ど
の
珍
品
も
集
め
て
お
り
、
そ
の
多

様
性
を
楽
し
め
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
貌
を
異
な
る
角
度
か
ら
紐
解
く
本
展

で
は
、
国
際
化
の
時
代
に
あ
っ
て
独
自
の
表
現
を
花
開
か
せ

た
オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ
ケ
の
多
様
性
を
存
分
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
観
覧
料

一
般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

高
校
・
大
学
生
：
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）

小
・
中
学
生
：
五
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）

未
就
学
児
：
無
料

※
（　

）
内
は
前
売
り
・
20

名
以
上
の
団
体
料
金

《色絵ラスター金彩蜜蜂付家型蓋物》

1920-31年頃 若林コレクション

百工比照 5号箱１抽斗

「寿帯鳥釘隠」

企画展（第7～9展示室）

オールドノリタケ×若林コレクション
アールヌーヴォーからアールデコに咲いたデザイン
主催／北陸中日新聞、石川テレビ放送、石川県立美術館

後援／石川県、金沢市、金沢市教育委員会、NHK金沢放送局、エフエム石川

特別協賛／東海東京証券

9月18日（土）～10月17日（日）　会期中無休
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近現代絵画・彫刻（第3・4展示室）

優品選

9月18日（土）～10月17日（日）　会期中無休

古美術（第2展示室）

古九谷と再興九谷Ⅱ

9月18日（土）～10月17日（日）　会期中無休

企
画
展
「
壺
中
日
月
長

－

大
樋
陶
冶
斎
の
ま
な
ざ
し

－

」
を

第
５
・
６
展
示
室
で
開
催
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
第
３
展
示
室

で
洋
画
、
版
画
と
一
緒
に
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。
上
田
珪
草

《
チ
ー
タ
ー
》
は
、
月
明
か
り
に
浮
か
ぶ
四
頭
の
チ
ー
タ
ー
の

姿
が
な
ん
と
も
精
悍
で
す
。
好
ん
で
動
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

作
者
の
作
品
で
も
、
抜
き
ん
で
た
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

油
彩
分
野
で
は
、
引
き
続
き
幻
想
的
な
作
品
を
多
く
展
示

し
ま
す
。
六
反
田
英
一
《
夢
見
る
刻
》
は
、
第
七
十
二
回
二
紀
展

で
田
村
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。
人
物
画
を
多
く
手
が
け
る

作
者
は
、
構
成
さ
れ
た
人
物
を
い
か
に
自
然
に
表
現
で
き
る
か

を
考
え
、
ま
た
物
語
性
が
あ
り
な
が
ら
も
純
粋
に
絵
画
と
し
て

成
立
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、制
作
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

版
画
部
門
で
は
光
と
闇
の
静
寂
な
空
気
を
表
現
す
る
吉
村

佳
映
「
坂
道
」
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
吉
村
の
作
品
は
水
彩

画
に
似
た
表
情
を
生
み
出
す
銅
版
画
の
腐
蝕
技
法
、
ア
ク
ア

チ
ン
ト
の
作
品
で
す
。
吉
村
は
ア
ク
ア
チ
ン
ト
の
特
徴
で
あ

る
、
線
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
柔
ら
か
い
闇
の
粒
子
の
階

調
を
自
分
の
表
現
と
し
て
追
求
し
て
い
ま
す
。
言
葉
で
は
表

現
し
が
た
い
吉
村
の
詩
情
の
世
界
を
ご
覧
下
さ
い
。

彫
刻
分
野
で
は
、
第
４
展
示
室
で
引
き
続
き
「
没
後
50

年

木
村
珪
二
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
示
室
そ
ば
の
通

路
展
示
は
作
品
入
替
を
行
い
、
九
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
重
田
照
雄
《
ア
ル
ゴ
ン
溶
接
に
よ
る
試
作
》
、
長
谷
川

大
治
郎
《
精
な
る
も
の
へ　

鳥
・
手
・
家
・
大
地
》
、
山
下
晴
子

《S
L
ID

E
 
N

o
.5

》
。
素
材
の
質
感
や
か
た
ち
の
面
白
さ
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
三
点
で
す
。

古
九
谷
が
生
産
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、
一
六
四
〇
年
代
か

ら
約
半
世
紀
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
資
料
か
ら
開
窯
を
一
六
五

五
年
頃
と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
窯
の
整
備
に
は
相
当

な
年
月
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
五
五
年

に
は
本
格
的
な
生
産
体
制
が
確
立
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
の

が
自
然
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
前
号
で
、
一
六
六
〇
年
以

降
に
古
九
谷
の
質
的
転
換
が
あ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
一

六
九
五
年
に
は
、
も
は
や
安
定
的
な
色
絵
磁
器
の
生
産
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、『
前
田
貞
親
覚
書
』
に
あ
る
、
将
軍

綱
吉
の
母
桂
昌
院
に
献
上
す
る
御
室
焼
香
合
に
つ
い
て
の
同

年
八
月
の
記
録
で
す
。
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
の
意
向

に
よ
り
、
献
上
す
る
香
合
は
野
々
村
仁
清
に
発
注
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
出
来
具
合
は
綱
紀
を
失
望
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
同
書
に
は
“（
裏
千
家
四
代
の
）
仙
叟
宗
室

も
、
仁
清
は
二
代
目
に
な
っ
て
下
手
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い

る
”
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
二
ヶ
月
後
に
綱
紀

は
御
室
焼
を
見
限
り
、
伊
万
里
に
茶
碗
、
皿
、
鉢
類
を
発
注
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
既
に
九
谷
で
は
芸
術
的
完

成
度
の
高
い
色
絵
は
生
産
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

加
賀
で
は
こ
の
よ
う
に
、
陶
磁
器
類
を
京
都
や
九
州
に
発

注
す
る
慣
行
が
以
後
百
年
余
り
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
大

量
の
藩
金
を
藩
外
に
流
出
さ
せ
て
い
た
た
め
、
そ
の
抑
止
策

と
し
て
、
大
消
費
地
の
金
沢
で
生
産
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
最
初
の
再
興
九
谷
で
あ
る
春

日
山
窯
が
誕
生
し
ま
し
た
。

《色絵唐人物図鉢》春日山窯木村珪二《ねんりん》
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企画展Topics

うるはしきもの めでたきわざ
―北陸の芸術院会員・人間国宝―

11月7日（日）～12月5日（日）　会期中無休

展覧会回顧

加賀百万石　文武の誉れ
―歴史と継承―

日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
終
了
後
の
十
一
月
七
日
か
ら
開

催
す
る
、
今
年
度
秋
季
企
画
展
「
う
る
は
し
き
も
の　

め
で
た

き
わ
ざ
」
展
は
、
石
川
・
富
山
・
福
井
の
北
陸
三
県
に
生
ま
れ

た
、
工
芸
部
門
の
芸
術
院
会
員
と
人
間
国
宝
三
十
五
名
の
作

品
を
、
一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
で
す
。

出
品
作
家
は
、
陶
芸
作
家
六
名
、
漆
芸
作
家
十
二
名
、
染
織

作
家
三
名
、
金
工
作
家
六
名
、
木
工
芸
作
家
三
名
、
諸
工
芸
の

截
金
作
家
と
手
漉
和
紙
作
家
各
一
名
と
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
加
賀
藩
前
田
家
が
、
文
化
政
策
を
重
ん

じ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
代
に
入
っ
て
も
職
人
た
ち
が
制
作
を

続
け
る
た
め
の
土
壌
が
育
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
や

京
都
な
ど
文
化
の
中
心
的
な
都
市
か
ら
、
比
較
的
ア
ク
セ
ス

が
良
い
こ
と
、
ま
た
緑
が
豊
か
で
水
が
澄
み
、
一
年
を
通
じ
て

湿
度
が
高
く
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
北
陸
と
い
う
地
域
が
、
工

芸
作
品
の
制
作
に
適
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
条

件
が
重
な
り
、
多
く
の
作
家
が
競
っ
て
制
作
を
行
う
土
地
と

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
展
で
は
各
作
家
の
芸
術
院
会
員
就
任
年
お
よ
び
、
人
間

国
宝
認
定
年
順
に
、
各
作
家
二
～
三
点
、
計
百
点
余
り
の
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
代
表
作
と
さ
れ
る
作
品
を
中
心
に
、
展
示

室
三
室
の
内
、
二
室
目
の
後
半
か
ら
三
室
目
に
か
け
て
は
、
現

存
作
家
が
多
い
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
近
年
の
作
品
を
入

れ
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
年
の
企
画
展
「
北
陸
の

人
間
国
宝
」
展
の
開
催
後
、
芸
術
院
会
員
は
一
名
、
人
間
国
宝

は
七
名
増
え
て
い
ま
す
。め
で
た
き（
抜
き
ん
で
て
優
れ
た
）わ

ざ
に
よ
る
、う
る
は
し
き
も
の
た
ち
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本
展
は
、
文
武
に
際
立
っ
た
加
賀
藩
主
・
前
田
家
所
縁
の
刀

剣
、
書
跡
・
典
籍
な
ど
の
国
宝
を
は
じ
め
、「
百
万
石
」
の
自
負

と
気
概
の
も
と
に
、
明
治
時
代
以
降
に
石
川
県
で
収
集
さ
れ

た
茶
道
美
術
の
名
品
、
そ
し
て
高
山
右
近
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
を
今
日
に
伝
え
る
文
化
財
も
あ
わ

せ
て
展
示
し
て
、
本
県
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

歴
史
と
継
承
の
観
点
か
ら
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、「
文
」
の
章
を
最
初
に
す
べ
き

か
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
武
」
を
第
一
章
と
し
ま
し

た
。
足
利
将
軍
家
に
倣
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
が
名
物
刀
剣
の
所
持

に
よ
っ
て
自
身
を
権
威
付
け
た
手
法
は
、
徳
川
家
康
に
も
継

承
さ
れ
ま
し
た
。《
刀
絵
図
》
か
ら
、
天
下
三
作
の
吉
光
、
正
宗
、

義
弘
を
意
識
し
た
展
示
構
成
は
、
歴
代
藩
主
所
用
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
甲
冑
と
と
も
に
、
前
田
家
の
歴
史
的
な
位
置
付
け

を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
武
」
の
展
示
に
よ
っ
て
、
名
品
の
収
集
や
工
芸

の
振
興
な
ど
の
、
前
田
家
に
よ
る
文
化
政
策
が
持
つ
戦
略
的

な
側
面
が
顕
在
化
し
、「
百
万
石
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
展
覧

会
で
は
お
な
じ
み
の
書
跡
・
典
籍
や
絵
画
、
茶
道
美
術
と
い
っ

た
「
文
」
の
名
品
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で

展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
幕
府
へ
の
対

抗
意
識
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
前
田
家
は
、
高
山
右
近
を
客

将
と
し
て
迎
え
て
お
り
、
幕
府
が
禁
止
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
か
に
つ
い
て
も
展
望
し
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
会
期
を
九
日
間
残
し
て
の
終
了
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
展
は
、
当
館
の
使
命
を
改
め
て
知
っ
て
い
た

だ
く
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
会
期
：
令
和
３
年
７
月
10

日
（
土
）
～
８
月
８
日
（
日
・
祝
）

※
７
月
31

日
（
土
）
よ
り
休
館
）

蓮田修吾郎《森の鳴動》日本芸術院蔵
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学芸室の人々

令
和
二
年
度
に
二
十
年
以
上
勤
務
し
ま
し
た
中
学
校
現
場
よ
り
異
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
普
及
課
で
は
広
報
に
関
す
る
こ
と
も
中
心
に
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
多
感
な
中
学
生
と
活
発
に
動
き
回
っ
て
奮
闘
と
感
動
の
日
々
で
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
「
い
か
に
み
ん
な
に
解
り
や
す
く
伝
え
る
か
」
を
思
っ
て
接
し
て
い
た

こ
と
が
現
在
も
生
か
せ
て
い
る
と
嬉
し
い
の
で
す
が
。
そ
ん
な
私
の
楽
し
み
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
ホ
ー
ル
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
身
体
中
で
音
楽
を
聴
く
こ
と

な
の
で
す
が
、
世
の
中
の
状
況
か
ら
直
接
現
場
で
聴
く
こ
と
は
難
し
く
、
も
う
ず

い
ぶ
ん
長
い
時
間
画
面
上
だ
け
の
楽
し
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
よ

り
日
々
心
穏
や
か
に
、
い
や
心
躍
る
た
く
さ
ん
の
作
品
か
ら
の
な
に
か
を
皆
様

に
届
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西

ゆ
う
子
（
普
及
課

担
当
課
長
）

10
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル
に
て　

無
料

９
日
（
土
）

「
大
樋
陶
冶
斎
と
古
陶
」

学
芸
主
任　

奈
良
竜
一

16
日
（
土
）

「
版
画
の
技
法
」

普
及
課
長　

深
山
千
尋

■
ダ
ン
ス
・
ウ
ェ
ル
―
彫
刻
と
と
も
に
【
延
期
し
ま
し
た
】

午
前
：
10
時
30
分
～
11
時
30
分

午
後
：
13
時
30
分
～
14
時
30
分

＊
終
了
後
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
あ
り
（
30
分
程
度
）

３
日
（
日
）

対
象
：
年
齢
や
ダ
ン
ス
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

会
場
：
当
館

第
4
展
示
室　

定
員
：
午
前
／
午
後
各
15
名
（
先
着
順
）

料
金
：
無
料
（
観
覧
券
不
要
）

※ 
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※
日
時
や
定
員
等
を
変
更
、ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
情
報
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
夏
休
み

親
子

で
楽
し
む
美
術
館
」
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
は
じ
め
て
の
工
芸
」
で
し
た
。

伝
統
工
芸
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
小

学
生
の
お
子
さ
ん
や
、
実
は
工
芸
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
大
人

の
方
向
け
に
、
工
程
見
本
な
ど
と
と

も
に
わ
か
り
や
す
く
工
芸
を
ご
紹
介

す
る
展
示
内
容
で
し
た
。

本
展
示
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

体
験
講
座
「
は
じ
め
て
の
う
る
し
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
展
示
室
で

「
は
じ
め
て
の
工
芸
」
を
学
芸
員
の

解
説
の
も
と
鑑
賞
し
、
講
義
室
に
移

動
し
て
蒔
絵
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

漆
作
家
の
名
雪
園
代
氏
を
講
師
に

迎
え
、
小
皿
に
蒔
絵
で
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
模
様
を
施
す
体
験
で
す
。
感
染

症
対
策
を
講
じ
た
う
え
、
小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
親
子
10

組

22

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
蒔
絵
の
工
程
を
学
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
置
き
目
と
い
う

下
書
き
を
漆
で
器
面
に
写
し
取
る

工
程
を
入
れ
た
の
で
、
少
し
難
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を

楽
し
み
な
が
ら
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
開
催
：
７
月
28

日
（
水
）
）

ミュージアムレポート

キッズ・プログラム体験講座「はじめてのうるし」
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コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

10月4日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

10月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

10月の休館日は

18日（月）～22日（金）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和3年10月23日（土）

～12月5日（日）
中国憧憬

―周文の《山水図》

と唐物―

石川の文化財
―国宝・重文・

県文・市文―

次回の展覧会

第3・6展示室 第4展示室 第5展示室 1F企画展示室

優品選
【近現代絵画・彫刻】

REFLECTION
―光の記憶―

松崎十朗展

優品選Ⅰ
【近現代工芸】

うるはしきもの 
めでたきわざ

―北陸の芸術院会員・人間国宝―

〔11/7～12/5〕

うるはしきもの　めでたきわざ 企画展Topics

会期：令和3年11月7日（日）～12月5日（日）

灰外達夫《神代楡挽曲造食籠》

文化庁蔵

武腰敏昭《無鉛釉空の王者》

能美市九谷焼美術館・五彩館蔵

西出大三《木彫截金彩色「飾馬」》

石川県立美術館蔵

三谷吾一《海の詩》

石川県立美術館蔵

松田権六《赤とんぼ蒔絵飾箱》

京都国立近代美術館蔵

木村雨山《友禅訪問着「梅林」》

女子美術大学美術館蔵

隅谷正峯《太刀》画像

白山市立博物館提供・大志摩洋一（おおしますたじお）撮影
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